
　

人アジアン・エイジング・ビジネスセンター（福

岡市）と公益財団法人九州経済調査協会（福岡市）、

福岡市の３者および、共同研究のパートナーであ

る福岡市社会福祉協議会からなる研究グループで

は、2012年10月から2015年９月までの３年間を

かけて、住民・事業者（民間企業、社会福祉法人、

学校法人、ＮＰＯ法人など）・行政が協働し、内発

的に地域課題を発見・解決できる関係性を備えた

地域（呼称：おたがいさまコミュニティ）を形成

するには、いかなる支援が有効なのかを実証し、

手法開発を行ってきた（図１）。

はじめに

　今後ともさらに進行する超高齢社会にむけて、

地域コミュニティには様々な期待が寄せられてい

る。しかし多くの地域では、地域の問題に対して、

地域住民の誰もが傍観者的な無関心におちいる「コ

ミュニティの多元的無知１）」の状態が強まってい

るのが実情である。このままでは、旧来からの要

援護者への制度的な支援しかできず、超高齢社会

に生じる複合的な地域課題に対応できない状況が

深刻化することが懸念される。

　この状態を改善するために、特定非営利活動法
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１）何らかの課題に対して、誰かが解決してくれるという根拠のない期待を人々が抱いたり、何をしてもしなくても事態はかわらないと人々が思いこむこと

図１　おたがいさまコミュニティのイメージ図

2035年問題～都市と団塊ジュニア世代の高齢化
人口減少・多死社会・世帯の極小化
多世代にわたる超高齢社会の地域課題

個人・家庭、企業、行政が個別に対応する
分業モデルのままでは地域課題が対応できなくなる

地域コーディネーター：
多様なステークホルダーの地域課題
解決についての当事者性を高めるエ
ンパワーメント注）を行う業務

中間支援機能：
コミュニティの力だけでは解決でき
ない専門的課題に対して外部の各種
社会資源とのマッチングを実施する
ほか、実態からの知見に基づいたイ
ノベーションを図る機能

注）　「エンパワーメント」とは、個人や集団を力づけて、
　　　持っている力や能力を発揮でき、自立的に課題を
　　　解決できるようにすることを指す
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コミュニティでの機能統合＝おたがいさまの関係性

住民、事業者、行政等が行動原理の違いを乗り越え、
地域課題を協働して解決する関係性を備えた地域

他にも困ってい
る人が地域にい
るのかどうか見
えない

新たなニーズに
自ら対応する企
画力・実行力が
不足

効率性を重視す
るがゆえに個別
ニーズへの対応
が難しい

課題解決への志
はあるが連携ノ
ウハウ、資源が乏
しい

平等性を重視す
るがゆえにニー
ズへの柔軟な対
応が難しい
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